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P２ 特集：中央市制20周年記念特集第3弾 中央市議会議員が考える中央市を表す一文字とは
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中央市制20周年記念特集 第3弾

中央市議会議員が考える
中央市を表す一文字とは
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中央市制20周年記念特集 第3弾

中央市議会議員が考える
中央市を表す一文字とは

　令和7年11月3日、10回目となる中央市ふるさと
まつりに、中央市議会初の試みとして「よってけし！
みんなの議会」を出展しました。今年で中央市制20
周年の節目を迎えることから、さらに議会に興味を
もっていただき、もっと気軽に感じていただきたい
からです。
　そのなかで、20周年を迎える中央市、各議員
“一文字”で表したパネルを展示しました。
　記念特集の最後として紹介します。
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　12月定例会が、12月5日から12月19日までの15日間の会期で開催され、市長提案の条例案

件10件、補正予算14件、その他の案件4件、また、意見書１件を審議しました。

一般会計補正予算 （第4号、第5号）
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●民生費

●総務費 ふるさとづくり応援寄附金事業　　　　　　　　　　　 1,537万円
（ふるさと納税の返礼品代やポータルサイト手数料等関連経費）
移住定住推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,830万円
（新婚世帯の新生活に伴う家賃や引越費用等を一部負担）

●衛生費

●農林水産業費

からだ未来ポジヘル事業 　　　110万円
（山梨大学と連携したデジタル技術を活用してヘルスケア向上を目指す実証事業への費用）

土地改良施設等維持管理事業　　　　　　　 250万円
（自治会要望等への対応として農閑期に行う水路の修繕等）
土地改良施設等基盤整備事業　　　　　　　　 1,052万円
（宇山平地区経営体育成基盤整備事業負担金）

●商工費 “心”あるまちへ！活性化キャンペーン商品券事業（第7弾）　 3億4,602万円
（長引く物価高騰への負担軽減と地域経済活性化に向けた商品券配布事業）

後期高齢者医療費 　　　　1,540万円
（後期高齢者医療の療養給付金の増額等）
物価高対応子育て応援手当支給事業　　　　 　　　　　　1億9,647万円　
（児童手当の対象となる子ども一人あたり４万円を支給する国・県の子育て支援策）

に

●土木費

●教育費

道路橋梁維持事業　　　　　　　　　　　　　　　 200万円
（自治会要望ヘの対応として通学路の安全点検に伴う対策費や修繕料）
橋梁長寿命化修繕事業　　　　　　　　　　　　　　 640万円
（田富第二・田富第三統合保育園建設地東の88号橋修繕工事設計費追加）

三村小学校施設整備事業　　　　　　　　　　 1,005万円
（屋根及び劣化したコンクリート等補修工事）
玉穂中学校施設整備事業　　　　　　　　　 437万円
（暖房用灯油配管の漏油箇所修繕工事）

収益的収入および支出 資本的収入および支出

企業会計の補正予算

公共下水道
事 業 会 計
（第２号、第３号）

農業集落排水
事 業 会 計
（第２号）

収入

支出
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支出

収入
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29万円

29万円

―

―

8億4,513万円

8億4,513万円

2億6,123万円

2億6,123万円

総　額

7億8,387万円

9億1,123万円

―

―

総　額補正額

47万円

47万円

68万円

68万円

補正額

●中央市犯罪被害者等支援条例制定の件（施行日：令和８年４月１日）
【主な内容】 犯罪被害者等の支援のための施策を総合的に推進することにより、犯罪被害者等の

権利利益の保護並びに被害の軽減及び回復を図り、もって安心して暮らすことがで
きる地域社会の実現に寄与するため、犯罪被害者等の支援に関する基本的な事項
を定めるもの。

 ・基本理念を定めるもの。 
 ・市の責務、市民等の責務、事業者の責務について定めるもの。 
 ・情報の提供、助言及び相談窓口を設置するもの。 
 ・犯罪被害者の経済的負担の軽減を図るため、必要な支援を講ずるもの。
 ・犯罪被害者等の支援の必要性についての市民及び事業者等の理解の増進を図る
　   もの。 

●犯罪等により被害を受けた被害者やその家族等の状況への理解
　を深め、寄り添った支援を提供するため、新たな条例が制定
　されます。

主な条例案件

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

国民健康保険特別会計（第2号、第3号）

後期高齢者医療特別会計（第2号、第3号）

介護保険特別会計（第2号、第3号）

地域包括支援センター特別会計（第2号）

田富よし原処理センター事業特別会計（第1号、第2号）

4,602万円

4,837万円

7,770万円

89万円

1,050万円

31億2,455万円

6億4,073万円

23億6,333万円

1,841万円

1億528万円

会  　計　  名

会　計　名

補　正　額 総　　　額

特別会計の補正予算
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●犯罪等により被害を受けた被害者やその家族等の状況への理解
　を深め、寄り添った支援を提供するため、新たな条例が制定
　されます。

主な条例案件

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

国民健康保険特別会計（第2号、第3号）
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●総合防災公園スポーツ広場のサッカー場使用料が改定されます。

●中央市下水道条例等中改正の件 （施行日：公布の日）

【主な内容】 災害その他非常の場合において、迅速に排水設備等及び給水装置の復旧を行うことがで
きるよう、排水設備等及び給水装置の復旧を行うことができる者の特例について定める
ため、改正を行うもの。

 ・ 中央市下水道条例の一部改正 
 ・ 中央市上水道給水条例の一部改正 
 ・ 中央市簡易水道給水条例の一部改正

●災害その他非常時に、他の市町村において指定されている給排水
　事業者に対して、中央市の区域内工事を特例的に認め、広域的な
　連携と迅速な復旧を図ります。

使用料

改定前

改定後

昼間１時間（全面）

市 内 者

６５０円

２,０００円

市 外 者

１,３００円

５,０００円

使用料

改定前

改定後

夜間１時間（全面）

市 内 者

１,２５０円

３,０００円

市 外 者

２,５００円

６,５００円

●中央市使用料徴収条例中改正の件（施行日：令和８年４月１日） 　　
【主な内容】 中央市総合防災公園サッカー場の人工芝化に伴い、施設使用料の額を改定するもの。

●中央市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定の件
　（施行日：令和８年４月１日）

【主な内容】 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）が創設されることに伴う児童福祉法の一部
改正により、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準（事業認可基準）につい
て、内閣府令で定める基準に従い定めるもの。

 ・ 一般型乳児等通園支援事業として、保育所、認定こども園等においての設備及び
     職員の基準、乳児等通園支援の内容等について定めるもの。
 ・ 余裕活用型乳児等通園支援事業(各施設等の利用定員の空き枠を活用)として、 
     保育所、認定こども園等において、設備及び職員の基準等について定めるもの。

●良質で適切な保育・教育を提供し、すべての子どもたちが健やか
　に成長できる環境を確保するため、新たな条例が制定されます。

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

中央市議会だより 6



定　例　会　・　臨　時　会6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

その他案件

意 見 書

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

　対 象 の 施 設：中央市立田富第二・田富第三統合保育園

　取得する財産：厨房機器 一式

　取得の相手方：住　所 山梨県中央市山之神流通団地北１番地

   名　称 株式会社日新厨房企画

   代表者 代表取締役 内田 誠一

　取 得 金 額：26,378,000円（税込）

●動産取得の件

・提出議員　有泉　誠　　・賛成議員　中沢美恵　江間政雄

　報酬引下げにより、小規模事業所の倒産が過去最多となり、在宅介護サービスの基盤が崩壊の危機に瀕していま

す。また、介護従事者数が減少し、人手不足は深刻化しています。政府の対応策である処遇改善加算金は事業所の

経営改善に寄与せず、根本的な解決には至っていません。報酬引下げ撤回と報酬引上げの再改定を求め、要介護者

が自宅で安心して暮らせる環境を守るべきです。

　以上の趣旨から、以下の項目について求めます。

　１．訪問介護報酬の引下げ撤回と介護報酬引上げの再改定を早急に行うこと

令和７年１２月１９日 可決

・提 出 先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣

●訪問介護報酬の引下げ撤回と介護報酬引上げの再改定を早急に
　行うことを求める意見書

●契約締結の件
　工 　 事 　 名：関原浄水場機電設備工事

　工 事 場 所：中央市関原地内

　契 約 金 額：１,３５７,４００,０００円（税込）

　工 事 概 要：機械設備工　一式　　電気設備工　一式

　契約の相手方：伸電工業・渡辺工業所・松永電工

　　　　　 　関原浄水場機電設備工事共同企業体

中央市議会だより7



定例会審議結果 ○賛成　×反対　（金丸俊明 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

至 誠 会

公

明

党

日
本
共
産
党

無

所

属 結 　

果山
本
六
男

田
中
一
臣

井
口
　
貢

福
田
清
美

小
池
章
治

斉
藤
雅
浩

笹
本
　
昇

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

田
中
輝
美

木
下
友
貴

薬
袋
　
正

　第4回定例会

条例

案件

犯罪被害者等支援条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例制定の件

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定
める条例制定の件

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条
例中改正の件

使用料徴収条例中改正の件

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例等中改正の件

下水道条例等中改正の件

職員給与条例中改正の件

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例中改正の件

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中
改正の件

令和

７

年度

補正

予算

一般会計補正予算（第4号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算（第5号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

地域包括支援センター特別会計補正予算（第2号）

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算
（第１号)

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算
（第2号)

公共下水道事業会計補正予算（第2号）

公共下水道事業会計補正予算（第3号）

農業集落排水事業会計補正予算（第2号）

その他

動産取得の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
市道路線廃止の件

中巨摩地区広域事務組合規約の変更に関する協議
の件

契約締結の件

意見書
訪問介護報酬の引下げ撤回と介護報酬引上げの再改
定を早急に行うことを求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

中央市議会だより 8



　田
富
小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
修

　工
事
の
完
了

　　
令
和
６
年
６
月
に
着
工
し
た
田
富

小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
修
工
事

は
、10
月
末
日
を
も
っ
て
工
事
が
完
成

し
、
11
月
10
日
に
完
成
式
典
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
本
工
事
で
は
、
校
舎
を

今
後
30
年
以
上
安
心
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
、
建
物
の
構
造
や
機
能
な
ど
の

基
本
的
水
準
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

現
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育
環
境
への
適

合
を
実
現
し
、
ま
た
、
災
害
時
に
普

通
教
室
棟
の
２
階
部
分
を
福
祉
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

受
電
設
備
や
自
家
用
発
電
設
備
を
増

築
棟
の
高
所
に
設
置
し
、
水
害
に
よ
る

停
電
時
に
お
い
て
も
、

地
域
の
重
要
な
防
災

拠
点
と
し
て
の
整
備
も

行
って
お
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
新
年
１

月
９
日
の
３
学
期
か
ら
、
こ
の
生
ま
れ

変
わっ
た
安
全
で
快
適
な
校
舎
で
、
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
、

本
校
が
こ
の
地
域
の
教
育
と
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
市
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

促
す
こ
と
を
強
く
期
待
し
、
今
後
と

も
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
央
市
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の

開
所

　　
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
学
習
・
生
活
支
援
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
外
国
籍
児

童
生
徒
第
三
の
居
場
所
事
業
」
を
主

な
使
用
用
途
と
し
、
公
益
財
団
法
人

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
様
の
助
成
を
受
け
、「
中

央
市
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
が
こ
の

度
完
成
し
、
10
月
24
日
、
オ
ー
プ
ニン

グ
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
多
文
化
共
生
は
も
と
よ
り
、
幅

広
い
世
代
が
気
軽
に
訪
れ
、
交
流
す

る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
本
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　中
央
市
市
制
施
行
20
周
年

　記
念
事
業
に
つ
い
て

　　
11
月
３
日
「
第
10
回
中
央
市
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
は
、
記
念
す
べ
き
第
10

回
の
節
目
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
約

４
万
２
千
人
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、「
子
ど
も
み
こ
し
・
仮
装
パ
レ

ー
ド
」
を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

田
富
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

各
種
団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
伝
統
芸
能

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
で
は
、
中
央
市
商
工
会
、
市
内
企

業
を
中
心
に
、「
産
業
・
収
穫
・
食
」

を
テ
ー
マ
に
「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
き
そ

ば
」
や
市
内
企
業
製
品
、
特
産
品
の

野
菜
等
の
出
店
な
ど
、
多
く
の
方
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
細
川
た
か
し
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
で
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
今
回
は
、
市

制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
、
２
０
０

発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、
記

念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容

で
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
満
足

い
た
だ
け
た
も
の
と
思
って
お
り
ま
す
。

　「
中
央
市
ス
ポ
ー
ツ
フェス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、10
月
13
日
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
繋
が
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
中
央
市
総
合
防
災

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
の
ブ
ー

ス
で
の
体
験
や
、
県
内
を
拠
点
に
活
動

す
る
プ
ロ
及
び
ア
マ
チ
ュア
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
の
選
手
・
ス
タ
ッフ
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
や
可
能
性
に
つい
て
の
ト
ー
ク
シ

ョー
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツへ

の
意
識
高
揚
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
交
流

を
深
め
る
秋
の一日
に
な
っ
た
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　「
第
17
回
中
央
市
文
化
祭
」
は
、

中
央
市
文
化
協
会
が
主
催
す
る
本
市

最
大
の
文
化
の
祭
典
で
あ
り
、
10
月

25
・
26
日
の
両
日
、
玉
穂
総
合
会
館

で
開
催
さ
れ
、
文
化
協
会
専
門
部
に

よ
る
作
品
の
展
示
、
コ
ー
ラ
ス
や
楽
器

の
演
奏
な
ど
芸
能
発
表
の
ほ
か
、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
開

催
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
本

市
の
文
化
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
２
日
間

と
なった
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
事
業

を
念
頭
に
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
を
通
し
て
、
す

べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
き
が
い
を

持って
、「
社
会
参
加
」や「
地
域
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
「
協
働
」
に
よ
る
市
政

運
営
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

12
定例会
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市の考えを問う

一般質問

新
海
　
一
芳 

議
員

田
富
福
祉
公
園
の
今
後
は

周
辺
の
土
地
利
用
の
在
り
方
を
、
適
時
適

切
に
判
断
し
て
い
く

問
：
田
富
福
祉
公
園
の
今
後
に
つ
い
て
。

答
：
市
で
は
、田
富
福
祉
公
園
を
含
む

周
辺
地
域
の
開
発
の
可
能
性
や
必
要

な
条
件
な
ど
、民
間
企
業
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
先
進
地
視
察
を
行
い
、研
究

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、今
後
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、国
立
研
究
開
発
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
の
支
援
を
受
け
、山

梨
大
学
や
県
、民
間
企
業
と
と
も
に
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
先
進
拠
点
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
に
取
り
組
む
。
来
年
度

か
ら
、田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
事
業
の
基
盤
と

な
る
健
康
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
、今

後
、
研
究
活
動
の
充
実
を
見
込
み
、
こ

の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
進
捗
を
見
守
り
、

民
間
企
業
の
投
資
動
向
に
十
分
留
意

し
、田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
利
用
の
在
り
方

を
、適
時
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

山
本
　
六
男 

議
員

75
歳
以
上
の
人
間
ド
�
ク
に
つ
い
て

他
市
町
村
の
状
況
、
集
団
検
診
と
人
間
ド
�

ク
の
受
診
率
な
ど
の
動
向
や
、
費
用
な
ど

の
デ
�
タ
の
収
集
・
検
証
を
行
�
て
い
る

問
：
75
歳
以
上
の
人
間
ド
�
ク
は
。

答
：
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
は
令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
で
、
４
�２
７
２
人
で
あ
り
、
そ
の

医
療
費
の
金
額
は
、
令
和
６
年
度
は

36
億
８
８
７
万
３
�０
０
０
円
で
あ

る
。
ま
た
、同
じ
く
後
期
高
齢
者
の
高

額
医
療
費
の
金
額
は
、令
和
６
年
度
は

１
億
９
�６
７
５
万
９
�１
９
４
円
で
あ

る
。
75
歳
以
上
の
人
間
ド
�
ク
の
助
成

は
、
他
市
町
村
の
状
況
、
集
団
検
診
と

人
間
ド
�
ク
の
受
診
率
な
ど
の
動
向

や
、
75
歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対
象

と
し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
な
ど
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
現

在
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
収
集
・
検

証
を
行
っ
て
い
る
。

問
：
中
央
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
�

ン
プ
ラ
ン
策
定
後
の
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
現
状
と
進
捗
状
況
は
。

答
：
現
在
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

開
業
時
期
に
つ
い
て
は
、
開
業
の
見

通
し
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、
リ

ニ
ア
駅
周
辺
の
具
体
的
な
計
画
も
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
開
業
時
期
や
リ
ニ
ア

駅
周
辺
の
状
況
に
注
視
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、

適
切
な
時
機
に
事
業
展
開
が
で
き
る

よ
う
、
県
や
甲
府
市
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部
、
関
係

課
長
で
組
織
す
る
推
進
部
会
に
お
い

て
個
別
具
体
的
に
調
査
検
討
、
ま
た

事
案
処
理
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
内
藤
　
巧
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員

問
：
リ
バ
ー
サ
イ
ド
地
区
の
遊
歩
道
の

整
備
に
つ
い
て
。

答
：
整
備
は
、遊
歩
道
の
地
下
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
既
設
下
水
道
管
か
ら
新

設
管
へ
の
切
り
替
え
の
完
了
が
前
提

と
な
り
、現
段
階
で
は
切
り
替
え
が
で

き
な
い
。
今
後
、新
設
管
へ
の
切
り
替

え
及
び
既
設
管
の
廃
止
の
目
途
が
立

ち
次
第
、改
め
て
地
元
自
治
会
の
皆
さ

ま
と
協
議
を
重
ね
、安
全
で
快
適
な
住

環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う
、整
備
方
針

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、当
面
、

損
傷
部
分
の
補
修
を
随
時
実
施
し
、利

用
者
の
安
全
確
保
に
努
め
、桜
の
木
は

舗
装
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
木
を
中
心

に
伐
採
を
進
め
、本
数
の
適
正
化
を
図

り
、
残
す
木
は
適
宜
剪
定
を
施
し
、
遊

歩
道
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

中央市議会だより 10



中
沢
　
美
恵 

議
員

有
泉
　
　
誠 

議
員

自
治
会
集
会
施
設
の
耐
震
と
空
調

設
備
は

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
取

り
組
み
状
況
は

各
自
治
会
に
対
し
、
現
行
の
補
助
制
度
の

活
用
を
積
極
的
に
促
し
て
い
く

福
祉
課
内
に
新
た
に
担
当
を
設
置
し
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
中
核
と
な
る

多
機
関
協
働
事
業
を
進
め
て
い
る

問
：
自
治
会
集
会
施
設
の
耐
震
と
空

調
設
備
に
つ
い
て
。

答
：
自
治
会
が
管
理
す
る
公
民
館
等
の

建
築
年
数
や
耐
震
状
況
は
、
自
治
会
集

会
施
設
台
帳
で
管
理
し
、
施
設
の
建
築

年
月
日
に
よ
り
、
耐
震
基
準
（
旧
耐
震

基
準
、
新
耐
震
基
準
、
２
０
０
０
年
基

準
）
で
把
握
し
て
い
る
。
耐
震
診
断
や

改
修
に
対
す
る
補
助
は
、
対
象
と
な
る

集
会
施
設
の
自
治
会
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
支
援
し
て
い
る
。
公
民
館

等
に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置
は
、
各

自
治
会
の
状
況
を
調
査
し
、
全
体
の
状

況
を
把
握
し
て
い
く
。
ま
た
、
自
治
会

集
会
施
設
は
、
平
時
は
地
域
交
流
の
場

で
あ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
は
一
時
避

難
所
等
と
な
り
得
る
た
め
、
安
全
性
の

確
保
か
ら
耐
震
化
や
空
調
設
備
の
環
境

整
備
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
は
、
自
治

問
：
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
：
本
市
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
２

年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
本
年
４
月
よ

り
事
業
実
施
し
て
お
り
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
子
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
既

存
の
相
談
窓
口
を
維
持
し
つ
つ
、
福
祉

課
内
に
新
た
に
担
当
を
設
置
し
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
中
核
と
な
る

多
機
関
協
働
事
業
を
進
め
て
い
る
。
単

独
の
部
署
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
ケ
ー
ス
に
対
し
、
関

連
す
る
支
援
機
関
と
連
携
し
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
既
存
制
度
の
狭
間
に
あ

り
今
ま
で
支
援
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

人
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
、
参
加
支
援

に
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
多
機
関
協
働
事
業
に
相
談
が
あ
っ
た

ケ
ー
ス
は
12
件
、
う
ち
重
層
的
支
援
会

議
、
ま
た
は
支
援
会
議
は
11
回
開
催
し
、

支
援
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い
る
。

問
：
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

に
つ
い
て
。

答
：
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
地
域
福

祉
に
対
す
る
知
見
や
住
民
と
密
接
に
関

わ
る
活
動
は
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
お
け
る
基
盤
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
な
る
連
携
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
：
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
い
手

の
確
保
に
つ
い
て
。

答
：
担
い
手
不
足
は
、
地
域
の
実
情
把

握
や
必
要
な
支
援
提
供
が
困
難
に
な
る

と
い
う
課
題
に
直
結
し
、
地
域
福
祉
の

維
持
が
困
難
と
な
る
。
本
市
で
は
次
期

改
選
に
向
け
た
課
題
と
捉
え
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
委
員
の
皆
さ
ま
や
、
地

区
協
議
会
ご
と
に
ご
意
見
等
を
伺
い
、

現
状
の
把
握
と
課
題
整
理
に
努
め
て

い
く
。

一　般　質　問

会
集
会
施
設
建
設
等
事
業
費
補
助
金

制
度
の
活
用
、
ま
た
、
空
調
設
備
等

の
設
置
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
制
度
を
活
用
で
き
る

の
で
、
ま
ず
は
、
各
自
治
会
に
対
し
、

こ
の
２
つ
の
現
行
の
補
助
制
度
の
活

用
を
積
極
的
に
促
し
て
い
く
。

問
：
に
じ
い
ろ
教
室
の
今
後
の
改

善
・
移
転
な
ど
の
計
画
は
あ
る
か
。

答
：
利
用
者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
と
手
狭
に
よ
り
新

た
な
場
所
へ
の
移
転
を
考
え
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
適
所
の
選
定
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も
同
施
設

の
適
所
と
な
る
場
所
等
の
選
定
を
進

め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

　
田
中
輝
美
　
議
員

中央市議会だより11



木
下
　
友
貴 

議
員

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

継
続
を

来
年
度
も
、
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
て
い
く

問
：
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
継
続

を
。

答
：
本
市
の
「
義
務
教
育
９
年
間
を

通
じ
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

こ
と
が
、
未
来
を
担
う
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

る
」
と
い
う
教
育
に
対
す
る
考
え
方

か
ら
、
来
年
度
も
、
小
学
校
・
中
学

校
に
お
い
て
も
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
継
続
し
て
い
く
。

問
：
修
学
旅
行
費
へ
の
補
助
は
。

答
：
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
旅
行
へ
の
参
加

が
困
難
な
家
庭
の
児
童
生
徒
に
対
し
、

教
育
機
会
の
均
等
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
修
学
旅
行
費
支
援
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
る
。
修
学
旅
行
費
へ

の
補
助
金
支
出
は
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
軽
減
と
い
う
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
仮
に
補
助
対
象
と
す

田
中
　
輝
美 

議
員

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
詳
細
と

市
の
捉
え
方
は

こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
発
達
を
促

し
、
保
護
者
の
育
児
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

な
ど
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る

問
：
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
詳

細
と
市
の
捉
え
方
は
。

答
：
こ
の
制
度
は
、
生
後
６
か
月
か

ら
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
を
対
象
に
、

保
護
者
の
就
労
状
況
を
問
わ
ず
、
時

間
単
位
で
柔
軟
に
保
育
施
設
を
利
用

で
き
る
新
し
い
通
園
制
度
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
発
達
を
促
し
、
保

護
者
の
育
児
費
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

問
：
受
け
皿
の
確
保
や
制
度
の
周
知
、

課
題
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
。

答
：
現
在
、
円
滑
な
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
周
知
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
や
乳

幼
児
健
診
の
機
会
等
を
活
用
し
、
効
果

的
に
実
施
し
て
い
く
。
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
保
育
士
の
確
保
や
事
務
負

担
の
増
加
な
ど
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

問
：
誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
：
母
子
の
健
康
維
持
を
は
じ
め
、

女
性
が
職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
外
出
支
援
な
ど
、
子
育
て
中

の
方
々
に
幅
広
く
寄
与
す
る
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
本
市
の
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
授
乳
室
は
、

授
乳
だ
け
で
な
く
搾
乳
を
行
え
る
余

剰
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
周
囲
の

視
線
に
た
め
ら
う
こ
と
な
く
安
心
し

て
搾
乳
で
き
る
よ
う
に
、
案
内
表
示

の
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

問
：「
の
る
ー
と
中
央
」実
証
運
行
期
間

中
に
適
宜
需
要
に
応
じ
た
見
直
し
は
。

答
：
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
検
討
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
中
沢
美
恵
　
議
員

　
木
下
友
貴
　
議
員

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
ど

の
程
度
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
公
平

か
つ
実
効
的
な
支
援
と
な
る
の
か
等
、

様
々
な
検
証
も
必
要
で
あ
る
。

問
：
国
保
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
つ
い
て
。

答
：
国
保
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
、
医
療
費
が
急
激
に
増
加

し
た
場
合
に
は
山
梨
県
へ
納
め
る
事

業
納
付
金
も
増
額
と
な
り
、
財
政
運

営
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩

に
伴
い
、
今
後
も
医
療
費
給
付
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
国
民
健
康
保
険
制

度
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
基
金
に
つ
い
て
も
あ
る
程

度
の
水
準
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
現
段
階
で
国
保
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
行
わ
な
い
方

向
で
進
め
て
い
る
。

一　般　質　問
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

機
能
別
消
防
団
員
と
は

◎
消
防
団
員
の
定
員
�
任
免
�
給
与
�

　
服
務
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の

　
件

︿
総
務
部 

危
機
管
理
課
﹀

問
：
機
能
別
消
防
団
員
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
の
か
。 

答
：
中
央
市
で
は
消
防
団
員
を
経
験
し

た
者
ま
た
は
消
防
職
員
を
経
験
し
た
者

を
対
象
と
し
、
活
動
は
火
災
や
災
害
等

に
出
動
し
て
い
た
だ
き
、
出
初
式
な
ど

の
定
例
行
事
に
は
参
加
し
な
い
と
し
て

い
る
。

問
：
機
能
別
消
防
団
員
の
報
酬
額

１
万
２
�０
０
０
円
の
根
拠
は
何
か
。 

答
：
県
内
で
機
能
別
消
防
団
員
を
導
入

し
て
い
る
甲
斐
市
で
は
９
�０
０
０
円

と
し
て
い
る
。
特
に
国
の
定
め
る
基
準
等

が
な
く
、
近
隣
を
参
考
に
１
万
２
�０
０

０
円
程
度
が
よ
い
と
し
て
決
定
し
た
。

◎
使
用
料
徴
収
条
例
中
改
正
の
件

︿
教
育
委
員
会 

生
涯
教
育
課
﹀

問
：
サ
�
カ
ー
場
の
芝
生
張
り
替
え
前

の
利
用
状
況
は
。 

答
：
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
田
富
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
週
に
２
回
程
度
使

�
て
い
た
。
ま
た
、
一
般
の
方
々
も
週

に
１
回
程
度
使
�
て
い
た
。

問
：
今
回
の
使
用
料
改
正
は
か
な
り
の

値
上
げ
を
す
る
印
象
を
受
け
る
が
、
こ

の
使
用
料
に
決
め
た
経
緯
は
。 

答
：
公
共
施
設
使
用
料
の
適
正
化
に

関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
算
出
し

た
使
用
料
と
な
る
。
な
お
、Y

S
K

e-

com
シ
ル
ク
パ
ー
ク
と
同
じ
使
用
料
と

な
�
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
4
号
︶

︿
未
来
戦
略
部 
政
策
秘
書
課
﹀

問
：
移
住
定
住
推
進
事
業
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
要
件
と
し
て
、
本
市
へ
の

居
住
期
間
の
扱
い
は
ど
う
な
�
て
い

る
か
。 

答
：
市
の
補
助
金
の
交
付
要
綱
で
は
、

原
則
と
し
て
申
請
日
よ
り
５
年
以
上
継

続
し
て
本
市
に
居
住
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
任
意
事
項

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
制
限
は
か
け

て
い
な
い
。

委員会レポート

厚
生
常
任
委
員
会

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は

◎
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

　
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
条
例
制
定
の
件

︿
こ
ど
も
健
康
部 

子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
中

央
市
の
保
育
士
に
は
周
知
や
研
修
会
が

行
わ
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

答
：
全
国
で
統
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
展
開

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
来
年

４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
ま
ず
は
公

立
園
で
の
事
業
開
始
を
目
指
す
。
実
施

園
が
決
定
次
第
、
施
設
や
職
員
に
対
し

て
制
度
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
や
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
く
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
4
号
︶

︿
福
祉
部 

福
祉
課
﹀

問
：
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
る
方
が

年
々
増
加
し
高
齢
化
し
て
い
る
。
生

活
保
護
費
を
受
け
て
い
る
方
の
健
康

に
対
す
る
事
前
の
検
査
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。 

答
：
生
活
保
護
を
新
規
で
受
給
さ
れ

る
方
は
、
本
当
に
困
窮
し
病
院
に
も

行
け
な
い
状
況
が
一
つ
あ
る
。
市
で

も
一
般
的
な
健
康
診
断
や
特
定
健
診

を
強
く
推
奨
し
て
お
り
、
保
健
師
の

定
期
的
な
健
康
相
談
や
保
健
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

︿
こ
ど
も
健
康
部 

健
康
増
進
課
﹀

問
：
か
ら
だ
未
来
ポ
ジ
ヘ
ル
事
業
の

詳
細
は
。 

答
：
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
を
対
象
に

し
た
研
究
参
加
募
集
事
業
で
あ
り
、

山
梨
大
学
と
連
携
し
た
ポ
ジ
テ
�
ブ

ヘ
ル
ス
と
い
う
考
え
方
を
周
知
し
、

健
康
づ
く
り
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

問
：
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
は
何
人
ぐ

ら
い
い
る
か
。 

答
：
令
和
６
年
度
総
合
健
診
及
び
人

間
ド
�
ク
を
行
�
た
方
で
、
中
央
市

で
は
６
２
０
名
程
度
と
し
て
い
る
。

問
：
こ
の
事
業
は
委
託
事
業
か
。 

答
：
委
託
で
は
な
く
、
共
に
研
究
し

協
力
し
合
う
事
業
と
な
る
。
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委員会レポート・議会改革推進委員会・視察研修受入れ

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

災
害
時
に
お
け
る
他
市
町
村
の

　
　
　
　
　
　

指
定
工
事
店
の
取
り
扱
い
は

◎
下
水
道
条
例
等
中
改
正
の
件

︿
産
業
建
設
部 
上
下
水
道
課
﹀

問
：
市
内
の
上
水
道
及
び
簡
易
水
道

の
指
定
給
水
装
置
工
事
指
定
事
業
者
、

下
水
道
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
は

何
社
か
。 

答
：
上
水
道
が
15
社
、
簡
易
水
道
が

８
社
、
下
水
道
が
30
社
で
あ
る
。

問
：
災
害
時
、
他
市
町
村
の
指
定
工
事

店
に
対
し
て
中
央
市
内
の
工
事
を
認
め

る
こ
と
と
し
て
、
災
害
の
想
定
範
囲
は

ど
の
程
度
の
こ
と
を
い
う
の
か
。

答
：
基
本
的
に
は
能
登
半
島
地
震
規

模
の
地
震
等
に
お
い
て
、
中
央
市
内

の
業
者
も
被
災
し
て
給
水
・
排
水
設

備
の
復
旧
が
で
き
な
い
状
態
に
な
�

た
と
き
を
想
定
し
て
い
る
。

問
：
他
の
市
町
村
長
が
認
め
て
い
る

工
事
店
と
は
確
た
る
会
社
だ
と
思
う

が
、
作
業
後
に
中
央
市
の
指
定
工
事

店
と
し
て
も
登
録
す
る
の
か
。
ま
た
、

作
業
後
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
責
任
の
所

在
は
ど
う
な
る
の
か
。 

答
：
他
の
市
町
村
の
許
可
が
あ
る
の

で
登
録
は
し
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等

の
責
任
は
作
業
を
行
�
た
業
者
が
負

う
こ
と
に
な
る
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　︵
第
2
号
︶

︿
産
業
建
設
部 

上
下
水
道
課
﹀

問
：
今
回
の
補
正
予
算
に
お
け
る
旅

費
の
内
容
は
。

答
：
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
性
能
等

を
検
査
す
る
た
め
の
も
の
で
、
市
に

検
査
を
行
う
施
設
が
な
い
た
め
、
職

員
が
県
外
の
製
作
会
社
へ
行
き
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
検
査
を
行
う
。

　議会改革推進委員会では、議会の責任や役割を果

たすために必要とする議会改革への取り組みを協議

しています。

　今回は、市民と議会の対話集会の詳細と、議会事

務局体制の強化についてなどを協議しました。

　対話集会は、市役所採用５年目未満の職員をグル

ープごとに分け、開催日を令和８年１月16日とし、会場

設営や進行内容、役割分担等について確認しました。

　また、議会事務局体制の強化については、事務局

の限られた職員数や監査委員事務局併任における議

会運営への影響等による対応力不足への懸念から、

職員増員に関する要望を市長に提出されたことが報

告されました。

　引き続き、これらの事項につい

てしっかりと調査・協議を進めて

いき、結果などの進捗状況を報告

していきます。

行政視察受入れ 議会改革推進委員会

埼玉県八潮市議会

　11月10日、埼玉県八潮市議会議

員４名が、本市で運行しているAI

デマンド交通「のるーと中央」に

ついて、制度の概要や運行状況、

導入効果等を学ぶために視察研修

に来訪されました。

　日頃より本市議会では、他市町

村からの視察を受け入れています。

こうした受け入れは、本市の取り

組みを発信する機会であると同時

に、他市町村の先進事例や多様な

視点を学ぶ貴重な場となります。　

　今後も開かれた議会として交流

を大切にし、議会活動の充実と市

政の発展に生かしていきます。

中央市議会だより 14



ふるさとまつりに出展

　中央市市制施行20周年記念事業として11月3日

に盛大に開催されましたふるさとまつりでは、来

場者の皆さまとの交流をきっかけに「これからも

議会を知っていただきたい」「もっと議会に興味

を持っていただきたい」という思いから、市議会

においても20周年を迎える記念行事として、初の

市議会でのブースを出展しました。

　ブースでは、市制20周年を迎える中央市を

議員が一文字で表した展示パネルのほか、議

員や議会に関することを楽しく学べるクイズ

コーナー、缶バッジ製作を通じ、議会を身近に

感じてもらえるような交流などを行いました。

　当日は、非常に多くの皆さまにお立ち寄り

いただき、大盛況となりました。心より感謝

を申し上げるとともに、今後の議会活動の参

考にしながら、引き続き、より開かれた親しみ

やすい議会を目指して取り組んでまいります。

次号からのテーマは

　　　　「元気ハツラツ」です。
地域の笑顔、イベントの風景、

ボランティア活動等、元気いっぱいの写真で

議会だよりの表紙を飾ってみませんか!!

※詳細は
HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/13325.html）
をご覧いただくか、 事務局 （055-274-8516） までお気軽にお問い合わせください。

（表紙に採用された方には粗品を贈呈します）

表紙の写真を大募集!!表紙の写真を大募集!!

ボランティア活動等、元気いっぱいの写真で

20周年記念としてふるさとまつりに出展

中央市議会だより15



合同行政視察研修

　中津川市では、リニア開業を契機とした

新たな都市拠点形成を目指し、「リニアを生

かしたまちづくり構想」を策定しています。

　土地区画整理事業により、商業・住宅等

の複合的なまちづくりを推進するとともに、

企業誘致や移住・定住支援、地元産業との連

携を地元住民や関係団体と協議のうえ、積

極的に意見の反映を行っていると、図面や

写真を用いながら説明を受けました。

　中津川市役所での説明後、実際のリニア中

央新幹線停車駅（岐阜県駅（仮称））の工事

現場へ移動し、事業の進捗状況や期待される

効果などのより詳しい説明を受けました。

　議員からは、生活利便性や企業誘致との両

立、今後のJR東海との協議への調整・課題等

の多くの質問が出ました。

（1）ふれあいトークとは、年に数回、議員が市

内各地域や団体を訪問し、市政全般にかかる

テーマで意見交換を実施しており、情報公開と

集約された内容を議会で共有し、施策検討の参

考として生かされています。

（2）議会サポーター制度とは、年代別に無作為

または公募による市民を1年間の任期として、

議会の傍聴や議会の動画配信を視聴し、「市議

会サポーターの声」として議会運営における意

見や提言を行う事業とされています。

　両事業とも、市民参加型による「協働する議会運営」が具体化されており、市民が「議会

の当事者」として、市民と議会との継続的な関係構築に寄与していると説明を受けました。

　議員からは、ふれあいトークで実際に意見交換をした団体や上がった市民の声の内容、

議会サポーター制度導入のきっかけから現在のサポーター数や参加負担など、幅広く質問

が出ました。

合同行政
視察研修
令和7年11月
6日～7日

場　所…岐阜県中津川市
内　容… 「リニア中央新幹線と連動したまちづくり」 について

場　所…愛知県岩倉市議会
内　容…⑴「ふれあいトークについて」　　⑵「議会サポーター制度について」

令和7年11月6日㈭
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合同行政視察研修・行政視察受入れ

　「グルッポふじとう」とは、春日井市が

地域交流と子育て支援を目的として、廃校

された旧小学校を再整備して開設された新

しい施設です。

　管内には、児童館や図書館、地域交流ス

ペース、カフェ、子育て支援室などが整備

され、子どもから高齢者まで幅広い世代が

交流・活動できる拠点として、市民と協働

のもとで地域コミュニティの活性化を図っ

ています。

　利用者目線に立った空間設計は、利用者の

親子と職員との距離を近づけ、相談等がいつ

でもできる環境が整えられていました。

　広報誌やSNS等による情報発信により、多

くの方に周知されており、利用者は年間50万

人以上。世代を超えて地域の方々とともに、

集いにぎわうまちづくりを推進していると説

明を受けました。

　また、「グルッポふじとう」は、子どもたち

が安全に楽しく遊べる環境のなかでも、災害

時の地域防災拠点としての役割も備えており、

市民の安全を支える重要な場所でもあります。

　中央市においても、学校統廃合やリノベー

ションといった課題に直面しています。生活

利便性の向上や広域連携の強化、新しい世代

への居住魅力の提供、そして住民の安らぎを

追求する施設運営は、大変注目すべき参考事

例となりました。

　全体を通して、中央市においても、地域の声にもっと耳を傾けて、自分たちの住む地域

にもっと関心を持ってもらい、市民や団体・民間活力の導入を参考にしながら、市民の皆

さまとともに広く愛される、にぎわうまちづくりを目指していかなければならないと強く

感じ、大いに参考になる研修となりました。

　この２日間の研修で、それぞれが得た知見をしっかりと今後の議員活動に生かしていき

ます。

場　所…愛知県春日井市
内　容…「多世代交流拠点施設 ( グルッポふじとう )」について

令和7年11月7日㈮
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市民 の 談話室

　希望に輝く令和８年の新春にあたり、
市民の皆さまおめでとうございます。
　本年も議会広報をご愛読のほどよろ
しくお願いいたします。中央市も平成

18年の合併から、今年２月には早くも20周年を迎えま
すことに、ともにお喜びを申し上げます。
　この間、平成23年３月には東日本大震災、平成26年
２月には豪雪災害、令和の新型コロナウイルス感染症
と、本市を取り巻くさまざまな自然環境などの変化へ
の対応、また、喫緊の課題であります少子高齢化・人口
減少の対応を見据え、市政に対して、今しなくてはな

らない対策がしっかり講じられているのか、注視して
いきます。
　新年も「市民の声」に耳を傾け、より期待される議会
運営に取り組んでまいります。
　令和８年が、明るい中央市となりますよう心から
願っております。

金丸　俊明

江間　政雄　
田中　輝美
内藤　　巧　有泉　　誠
志村　　勇　木下　友貴
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小池　裕敏穴山　　公

中央市地域活動支援センターに通って

　私は現在、社協が開設している中央市地域活動支

援センターに通っています。2022年に、精神科の

先生に勧められ、「ほのか」に相談したことがきっ

かけで紹介を受け、週に１度くらい通っています。

ここでは、調べものやポイ活、インターネット、書

類作成など、家で一人で行っていることを他人がい

る場所で行う訓練をしています。人がいる中で活動

することで、適度な緊張感を感じられ、それが良い

刺激になっています。また、料理教室やクリスマス

会などのイベントもあります。

　それぞれが自分なりの活動に取り組み、参加者は

８人から10人ほどです。周囲と同じ空間にいなが

ら、自分の体調や気持ちを見つめ直せる時間でもあ

ります。料理教室ではそうめんや焼きおにぎりを作

り、クリスマス会では飾りつけをして、ケーキや鶏

料理を味わいました。

　職場や学校に近い環境で、リハビリのような感覚

で通えています。これからも無理をせず、自分のペ

ースで続けていきたいと思っています。

桜

そばの花ことば

　そばの花は地域によって異なりますが、６月中旬

（夏そば）と９月中旬（秋そば）の年２回見ごろを

迎えます。一般的なそばの花色は白ですが、ピンク

の花を咲かせる品種もあるようです。そばの花は素

朴で可憐な美しさがあります。一面に咲き誇る白い

花畑は見る人の心を和ませてくれます。

　そばの花言葉は懐かしい想い出、喜びも悲しみ

も、幸福、一生懸命、誠実です。これらの花言葉

は、そばが荒れた土地でも育つ生命力や、大晦日に

そばを食べる風習などに由来しているといわれてい

ます。

　12月の穏やかな日に、桜ことぶきクラブでは、

新そばを食べる会が行われました。参加者が班に

分かれ、慣れない手つきでそばを打ち茹でて完

成、一足早く年越しそばです。老舗蕎麦屋で食べ

るそばもうまいが、自分たちで打ったそばは格別

「うまい！」と舌鼓打ちながら、一年を一寸早く

振り返りました。

さんさん
　こ   い け 　 　  ひ ろ と しあ な や ま 　 　  　 まさし
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